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迦
る
六
日
郡
内
園
芸
勲
象
並
に
地
方

講

評

所

毒

場

関

係

者

四

妻

乗

せ
た
バ
ス
が
陽
轡
の
筑
紫
膵
を
ｌ
路
山

門
郡
湘
南
町
え
と
建
っ
た
．
当
地
方
の

耕
地
は
畑
と
水
成
が
相
半
し
叫
声
当
の

経
営
轟
は
約
八
反
歩
程
度
で
あ
る
の

で
、
脇
蒙
は
祖
先
か
ら
伝
っ
た
あ
り
き

た
り
の
農
法
を
守
っ
て
い
た
の
で
は
東

本
主
観
化
し
た
近
代
経
済
機
構
の
下
、

仕
軒
の
維
持
に
困
難
を
感
す
る
線
に
な

っ
て
来
た
．
を
の
為
農
家
は
他
に
何
か

収
入
の
過
を
考
え
ね
ば
な
必
ず
、
余
剰

労
力
に
依
っ
て
貨
金
収
入
を
得
よ
う
セ

恩
つ
て
も
北
九
州
地
方
の
期
く
手
近
に

厳
柑
心
余
剰
労
力
を
吸
収
す
る
大
煽
撰

中間町通学区域児童の委託問凱
やっとメ膵央しまレカ

数
坪
井
懸

計
に
な
っ

て
い
た
中

間
町
通
学

恩
恩

の
婆
前
の

聞
髄
が
、

串
間
町
犠

会

意

の

方
の
御
骨

折
で
や
つ

轟

決

し

た
の
で
解

決
ま
で
の

聴

理

尭

表
し
ま
す

こ
の
間
贋

は
日
炭
滞

松
一
抗
の

妾
が

中
間
町
広

域
に
発
展

し
て
い
っ

た
時
か
ら

初
ま
幻
へ

戦
前
か
ら

の
関
宿
で

あ
る
．
そ

の
應
即
も

今
か
ら
十

数
年
前
こ
の
蚕
託
の
問
題
が
持
ち
上
っ

た
の
で
あ
る
が
、
を
の
頃
は
い
ろ
い
あ

の
形
で
炭
魔
が
町
の
学
校
経
営
に
協
力

・
応
薗
し
て
く
れ
て
い
た
し
、
児
宜
の

数
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
炭
抗
か
ら
の

一
志
珊
で
縛
解
で
児
掌
を
あ
づ
か
っ
て
い

た
．

終
戦
後
地
方
自
治
の
確
立
の
為
、
地
方

税
法
が
改
正
き
れ
鉱
産
税
・
農
産

税
・
住
民
税
・
住
層
法
人
割
等
が
創

蝕
さ
れ
、
炭
抗
の
税
偽
握
が
非
常
に
多

ｒ
怠
っ
た
為
、
従
来
や
つ
て
来
た
鮨
蒸

縫
皆
の
た
め
の
堅
－
の
個
物
器
屋

助
は
一
切
し
な
い
．
税
と
し
て
出
す
も

の
は
出
彗
乳
首
の
法
号
ｈ
各
社

の
方
針
が
蛮
汐
、
町
も
こ
れ
を
了
轟
レ

今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
．
こ
の
樹
に
客

観
情
勢
が
か
わ
つ
で
尭
た
の
で
、
戦
後

再
び
欝
料
の
間
鶴
が
層
も
上
っ
た
の

で
あ
る
●

然
し
串
間
町
は
こ
れ
ら
客
観
情
勢
が

諮
っ
て
も
や
は
且
仙
菜
よ
り
の
穆
情
を

た
で
に
な
か
〈
沓
町
の
要
請
尤
応

也
で
く
れ
な
か
っ
た
●
地
轟
の
改

正
は
串
間
町
碇
日
銀
両
松
萱
と
す

義
人
を
せ
ん
と
ふ
や
し
住
愚
禦

住
民
税
壌
八
郎
・
紘
塵
税
・
固
蓋

髄
共
に
中
間
区
域
の
分
喰
串
間
町
の
収

入
に
な
り
、
か
て
ゝ
加
え
壷
町
は

給
食
領
の
梱
助
と
し
て
月
一
人
四
十
円

の
欄
撃
て
い
る
．
こ
の
補
助
も
中

間
町
の
昭
電
で
あ
る
か
ら
と
て
薬
別
は

出
来
な
い
．
水
巻
町
民
の
亀
担
に
於
で

補
助
を
し
て
幸
る
．
こ
の
嬰
遠
由
で

当
然
委
託
費
を
出
す
べ
き
だ
と
層
壷

譜
し
た
が
応
ｂ
な
い
ト
を
れ
で
や
む
を

彗
由
甘
四
年
二
月
と
盤
嘗
ｌ
五
年

二
月
に
申
闇
町
区
域
の
交
兄
に
触
罫
を

願
㌢
韮
℡
町
と
し
て
は
水
巻
町
の
学

校
に
来
て
貰
つ
て
も
良
い
が
「
申
闇
町

が
「
申
闇
町
の
児
貫
は
轟
中
間
町
で

教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
．
中
間

町
の
学
校
で
充
分
収
容
出
来
る
か
ら
帰

し
宝
貰
い
度
い
」
と
云
っ
て
い
る
か
ら

帰
っ
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
た
が
、
そ

・
の
萱
罪
何
と
か
水
巻
町
の
学
校
に

入
れ
て
ぐ
れ
と
の
強
い
地
元
昂
の
津
間

が
あ
の
、
児
童
義
料
開
願
の
渦
中

醤
温
み
虔
ぐ
な
い
と
の
調
心
か
ら

責
料
の
間
親
と
切
り
は
な
し
、
水
増

町
の
学
校
に
通
学
さ
せ
て
い
た
．
草
レ

て
速
に
し
び
れ
を
切
ら
し
昭
和
廿
六
年

二
月
廿
日
背
松
市
と
協
定
し
て
い
る
算

用
塞
準
で
史
間
町
に
文
轡
遥
式
に
委

託
料
の
惣
爪
を
し
再
三
要
渉
し
た
が
、

中
間
町
は
「
受
入
が
可
能
で
常
永
巷

町
が
勝
手
に
入
学
漬
せ
て
い
た
の
だ
か

ら
」
と
ｌ
菅
ノ
理
由
せ
伸
受
解
決
し
な
か

っ
た
．
そ
こ
で
水
巻
貯
当
局
・
町
機
会

教
育
常
任
蚕
員
会
・
町
監
禁
賃
金
は

最
後
の
決
意
を
か
た
め
、
叢
料
を
支

払
わ
な
い
限
り
中
間
町
区
域
の
重
児
鐘

徒
は
中
間
町
に
帰
っ
て
竣
う
こ
轟

年
十
二
月
、
地
元
父
兄
代
表
と
中
間
町

教
育
葺
会
に
通
督
し
た
．

考
の
場
合
ゑ
望
鰯
の
憩
向
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
か
ら
、
三
月
ｌ
ま
で
に
解
決

し
な
い
と
困
る
の
は
地
一
蘭
貞
だ
け
だ
か

ら
と
、
中
間
町
緻
爾
葺
会
に
は
再
ｌ
ｄ
一

申
入
れ
を
し
た
が
な
か
！
～
立
ち
上
る

け
は
い
が
見
え
ず
、
遂
に
申
聞
町
積
金

智
恵
が
解
決
に
の
扮
出
し
た
の
で
あ
る

水
巻
町
も
申
聞
妾
有
志
の
誠
意
を

ん
．
－
．
ふ
．
．

れ

く
み
、
こ
こ
に
円
渦
に
解
決
す

が
出
来
た
こ
と
は
誠
に
よ
ろ
こ
ぼ
し
い

．
層
料
様
相

三
・
8
五
・
九
〇
五
円

廿
六
年
度
分
（
廿
四
年
決
蹟
）

小
　
二
西
0
人
　
申
　
二
二
人

四
－
セ
・
四
賀
再
七
三

・
．
廿
七
年
度
分
（
廿
五
年
決
埜

小
　
四
一
六
人
　
中
　
】
五
ｌ
人

七
二
〇
二
五
八
円
ニ
ニ

廿
八
年
度
分
（
廿
六
年
決
算
）

小
　
四
三
〇
人
　
中
一
四
九
人

、
∵
八
六
八
・
二
七
四
円
盤
－
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改
編
初
の
防
火
週
間

（
　
　
　
　
（

前
骨
格
蛾
の
覧
盛
闇
も
曇
る
三
月
一

日
よ
り
セ
屋
、
各
ブ
タ
ン
に
も
と
づ

男

親

断

議

の

暫

し

鳶

の

設

置
・
蛮
行
過
等
は
喝
展
硬
を
分

た
す
増
量
観
に
て
幕
間
利
用
の
放

送
な
轟
聾
伝
に
努
め
、
壷
以

下
各
分
団
を
巡
回
、
機
械
湘
典
・
備
品

の
点
襖
や
開
査
・
水
刹
・
情
火
絵
の
珊

葦
入
れ
、
並
び
に
各
戸
火
の
元
榊

べ
と
い
つ
菱
鼠
伝
啓
蒙
に
壷

や
範
と
い
っ
た
績
磯
深
い
力
強
い
再

縞
盛
苛
の
防
ル
分
蘭
を
つ
ゝ
が
な
く

格
了
レ
た
が
、
何
ん
と
曇
っ
て
も
火
は

恐
い
も
の
で
す
．

こ
ろ
い
っ
た
岩
頭
着
の
骨
折
り
も

か
く
あ
る
も
の
と
思
い
を
は
せ
、
ふ
蓋

い
が
鱒
バ
心
轟
川
尭
ま
し
て
本
週
間

の
誓
漕
か
す
可
く
協
力
レ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
そ
し
て
額
火
災
で

園
芸
先
進
地
を
硯
察
し
て

な
工
場
撃
も
な
い
の
で
あ
る
．
そ

こ
で
啓
＼
出
城
に
出
る
よ
り
自
分
遠
の

土
地
か
ら
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
よ
う

と
考
え
、
園
芸
の
簡
媒
化
に
考
目
し
た

の
で
あ
る
．
こ
れ
が
葦
本
の
地
歩

し
た
所
以
で
、
当
地
方
に
発
達
し
た
の

は
季
節
に
さ
き
が
け
蜜
栽

培
の
数
倍
の
利
益
を
挙
げ
墨
促
成
栽
培

受
あ
る
。
促
成
栽
培
用
の
温
薯
憺
従
釆

和
紙
に
蓋
っ
た
障
手
職
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
ビ
ニ
ー
ル
が
出
現
す
る
や

い
も
串
く
之
を
援
用
レ
本
年
は
大
部
分

ぜ
呈
丁
ル
の
温
寅
所
謂
ピ
ー
Ｔ
ル
ハ

ウ
ス
と
な
っ
て
い
る
．
ビ
ニ
ー
ル
で
あ
・

れ
ば
紺
と
洩
っ
て
梶
に
貼
る
必
要
は
な

く
、
骨
組
を
作
っ
て
そ
の
上
に
広
い
ビ

ニ
ー
ル
轟
れ
ば
よ
い
の
で
、
規
模

も
廿
ハ
き
な
も
の
と
な
』
、
由
坪
に
近
小

峯
と
な
っ
て
い
る
．

警

最

考

案

の

げ

’

轟

を

利

用

し
た
ボ
イ
ラ
ー
に
依
っ
て
雲
内
に
覇

を
通
現
職
腰
ま
で
設
け
て
硬
も
富

の
為
に
温
室
に
寝
泊
り
し
て
い
る
．
現

在
昨
年
十
一
月
に
讃
甲
巌
厨
の
移
楕

轟
だ
ト
マ
ト
が
こ
定
位
に
成
長
し
て

空
開
き
、
中
に
は
既
に
小
さ
な
輿
を

結
ん
で
い
る
も
の
も
あ
っ
た
．
之
を
更

に
感
触
に
移
し
収
穫
の
開
始
は
五
月
中

旬
の
予
定
と
の
革
で
「
日
下
整
地
蘭
愉

け
作
り
等
汲
終
移
贈
地
の
準
備
中
で
あ

つ
た

売
上
げ
は
六
〇
万
姶
良
度
と
の
革
で
あ

っ
た
が
、
ピ
ー
ー
ー
ル
の
耐
用
年
限
は
約

三
年
、
ボ
イ
ラ
ー
そ
の
他
の
設
備
の
耐

用
嘩
膚
は
そ
れ
以
上
と
思
放
れ
る
の
で

〓
中
日
以
後
は
相
当
の
利
益
が
盤
冨
沢

で
あ
竜
し
か
し
．
「
言
う
は
霊
ち

は
敗
Ｌ
Ｊ
Ｏ
諺
の
郷
く
癖
遺
栽
培
と
爽

汐
、
十
一
月
綿
帯
以
来
蔓

半
歳
余
に
捗
っ
て
此
の
栽
培
に
鞍
や
心

身
の
労
背
は
我
人
の
欄
備
以
上
の
も
の

が
あ
孟
は
れ
る
．

山
門
鮒
跳
茅
と
本
郡
左
土
地
・
気
候

噂
栽
培
条
件
が
多
血
兵
な
る
の
で
、
こ

の
栽
増
法
を
を
の
ま
ゝ
探
紗
入
れ
る
群

は
治
を
得
な
い
が
、
を
の
創
意
と
努
力

篭
は
敬
意
を
表
す
べ
く
多
や
尊
ぶ
ペ

（

　

　

（

・
「
　
打
つ
七
　
日

明
朗
な
ポ
巻
町
を
増
股
し
ま
し
ょ
う
．
、

（
蔓
族
断
ま
く
け
ん
空
作
業
と

機
械
湘
具
の
雇
）
・

Ｉ

．
音
響
＼
厨
㌃
針
†
‡
吾

る詩を∵唯下原てＬと

水巻高校
3　月

⊂禁 式莞卒の

県
概
要
高

校
水
巻
分
校

よ
り
昨
年
四

月
、
ｌ
日
独
立

し
た
．
喘
問

鼎
で
唯
鵬
つ

の

町

轟

音
が
蛮
同

校
第
一
回
の

革
単
式
は
去

る
こ
宵
五
日

同
職
誰
盤
で

敵
背
昆
貸

出
鱒
郡
長
・

附
長
・
機
長

初
め
日
炭
代

苧
Ｐ
叩
Ａ

幹
部
・
名
簡

薯
は
革
実
生
を
代
寧
）
て
感
謝
と
決
親

に
あ
ふ
れ
轟
聾
塊
に
朗
読
し

午
後
↓
縛
磯
犬
を
噸
め
敢
卒
業
式
は
修

了
し
た
．
猫
環
嶺
を
衣
ボ
し
ま
す
と
、

頑
鉱
科
一
井
上
重
次
郎
・
西
山
忠
雄

西
村
政
夫
・
瑳
島
堰
輿
・
梅
林
曙
之
＋

矢
野
放
・
英
領
勝
美
・
松
岡
朗
璃
1
頗

囁
博
鱈
・
江
噸
桁
之
・
秋
ＬＵ
和
昭
・
菊

地
窄
正
・
宮
田
膚
秋
・
森
田
康
範
・
柳

井
俊
文
扇
滴
料
井
上
囁
久
・
カ
丸

昌
之
・
堀
田
修
・
壷
次
郎
・
永
沼

澗
利
・、
小
事
川
噂
績
・
寺
岡
囁
次
・
水

丸
滞
こ
・
ニ
痛
隆
男
・
以
上
二
四
名

園
に
費
職
者
は

墨
・
河
水
貨
及
び
蒜
賃
．
・

探
鉱
科
－
．
西
村
政
夫
雪

町
長
埼
・
間
塞
紫
及
川
最
遠
臓

普
通
科
虎
丸
漕
．
一
尋

頭
蓋
・
学
術
鳩

・
探
鉱
科
・
菊
地
舞
正
酋

日
給
職
業
研
賎
臓
・
盃
・
情
動
臓

（
四
ケ
軍
）

裸
鉱
科
西
山
忠
雄
笥

貯
炭
覗
彗
貨
・
蝕
礪
賞

・
酋
愚
科
嘘
ｕ
．
．
嘗

精
駒
膿
へ
四
ヶ
年
）
常
澄
苔
等
璧

探
鉱
科
ｌ
矢
麿
膠
∴
欒
胃

糟
肋
賞
へ
四
ケ
甲
）

開
鉱
翻
㍉
払
∵
尾

曽
間
瀬
竃
単
嗜
）

確
鉱
科
　
戯
　
崎

捕
囁
撫
壷
屋
車
）

佗
叔
料
．
礫
　
埠

強
覇
龍
奪
申
）

礫
鉱
瑚
　
富
田

明
朝
零

博
　
轄
膏

雲
－
歯
義

清
秋
君

戒
代
演
者
は
濃
く
犬
歯
田
植
か
ら
も
来

診
さ
れ
、
多
数
轟
藩
の
滴
と
に

葬

の

禍

餞

も

あ

重

要

の

お
米
の
滑
腰
者
価
格
ｌ
が

か
わ
∴
り
∴
ま
し
た

紺
連
中
の
人
に
尋
ね
凝
初
年
度
の
ｙ
也
点
が
あ
萱
思
わ
れ
た
」

要
経
磯
は
反
当
五
〇
万
円
に
も
適
し
叫

」
．
轟
温
㍉

作
嘩
産
米
の
薫
樽
に
耽
て
は
ｌ
泄

書
に
引
上
げ
を
行
い
、
精
米
の
消
慣
膚

価
格
は
崇
に
管
と
容
れ
て
碑

ま
レ
た
が
、
昨
年
の
十
二
貝
〒
六
日

儲
か
れ
た
蒜
聾
に
鳳
凰

相
聞
き
れ
た
う
え
、
十
〓
月
三
十
苛

に
贋
望
宗
層
五
山
革
、
さ
蔚

骨
及
び
六
八
苛
で
今
年
の
一
月
蒜

か
ら
次
≠
憲
う
品
米
の
構
蘭
瀾
甥

が
管
ま
し
た
．
・

内
地
精
米
〓
○
厘
に
つ
き
）

掛

　

今

ｌ

苓

六
八
〇
円
Ｈ
ｌ
、
六
二
〇
円
．

漸
減
外
米
（
岩
恒
常
†

1

　

五

筍

し
れ
に
依
っ

鞭
や
掛
憎

椿
に
5
ｋ
ｇ
に
つ
き
八
重
聾

し
た
闘
と
な
り
ま
す
．
な
お
詳
紺
は
次

の
菅
で
す

小
売
阪
杓
業
者
初
版
曳
珊
蘭
の
統
制

樹
璃
胞

版
宛
価
帽
の
統
制
御

岳
旗
－
Ｊ
キ
わ
グ

慧
屈
二
十
四
各
の
方
に
対
し
て
将
来

の
意
向
や
韻
竜
撃
の
革
は
関
し
て

尋

ね

て

み

る

宅

兜

づ

警

箪

俊
の
万
で
柵
菜
よ
り
古
ぐ
行
わ
れ
て
い

裏
の
派
閥
を
超
秘
境
ず
粗
細
に

迎
え
て
ほ
し
い
と
云
う
考
え
は
金
垣
間

轟
で
次
ぎ
に
採
鉱
科
の
方
々
は
何

も
か
怠
れ
轟
山
本
で
喝
む
と
髄

慣
宗
し
て
い
た
「
兎
に
角
坑
内
石

男
に
な
る
積
ロ
ー
と
、
六
体
猫
萱
の

中
也
も
は
た
蟹
普
通
ま
れ
る
と
の

こ
と
で
、
九
州
大
学
え
二
名
、
北
九
工

葺
膏
が
、
昨
年
の
革
樵
生
前
立

鯛
一
拍
開
閉
璃
襟
調

年
も
負
け
る
も
の
か
良
人
の
気
楯
振

り
に
は
会
く
た
の
も
し
く
思
わ
れ
た
い

遍
在
数
の
あ
卦
に
㌣
い
て
は
大

体
良
｛
甘
鏡
の
苫
璃
ん
せ
層
る
こ
と

1
掬
瞥
ノ
が
何
分
藻
と
し
て
は
大
部
分

子
弟
の
竃
か
ら
、
串
然

ス
下
衆
の
他
の
蘭
で
労
農
の
開
音
身

近
に
感
ぜ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
叢
以

外
の
人
材
留
織
よ
り
い
ろ
く
お
か
し

ト

号

甲

和

Ｊ

ｌ
、
学
校
の
清
華

昭
和
二
十
三
年
九
月
牒
来
り
瑠
観
輝
等
学
校
華

創
設
せ
ら
れ
本
堅
意
野
面
卒
業
生
を
送
る
サ
醇
で
サ
・
腎

下
横
合
は
仮
校
倉
で
授
喋
を
細
醜
し
て
唐
ま
す
が
、
．
昨
年
四
月

一
日
付
で
町
立
水
巻
高
等
学
校
と
し
て
独
立
認
可
に
な
ｈ
ソ
ま
し

て
新
校
舎
も
教
場
は
既
に
水
巻
町
鰐
口
に
決
定
し
叡
し
て
ｌ
本
年

新
学
期
よ
り
新
校
舎
に
移
駐
の
予
痘
セ
す
り

こ
、
募
集
人
員

1
　
普
通
科
　
啓
一
学
年
へ
夜
）
．
五
〇
名

ｑ
Ｊ
　
搾
研
科
　
第
一
学
年
（
鼠
）
．
五
〇
名

3
　
以
上
二
、
三
、
四
学
年
　
　
若
干
寧

※
特
に
夜
間
部
は
向
学
心
に
嘗
め
る
勤
労
青
年
の

す
る
ｑ

三
、
各
科
の
特
質

普
通
科
…
一
枚
教
範
を
高
め
る
基
礎
的
学
科
に
葛

探
礪
料
ｒ
・
商
等
学
級
と
し
て
の
教
育
を
身
に
つ
け

探
研
按
術
を
惨
怨
し
牢
報
復
に
直
に
興
社
会
に
遮

四
、
修
典
年
限
…
四
ヶ
年
（
定
時
制
）

五
、
受
瞼
資
格

1
　
新
制
中
学
卒
．
挙
着
・

3
　
着
に
準
ず
る
着
へ
旧
制

六
」
試
瞼
日
時
、
・
場
研

高

重義
葺意

午
前
拾
時
へ
倒
し
7
チ
ー
プ
チ
不
ト
受
験
者
は
余
く
）

七
、
拭
時
制
日
　
岡
請
、
社
会
、

八
、
出
願
学
績

数

入
撃
願
瞥
及
び
報
昏
嚇
（
出
身
学
校
濱
作
製
の
も

喫
険
料
一
軍
〇
円
を
渚
え
て
受
付
期
間
内
に
届
出

九
、
願
書
受
付
及
受
験
場
所
　
彗
水
巻
高

へ
若
松
市
営
．
1
ス
≡
鞄
園
に
で
下
竃
1
日
洪
高
根
四

真
）

十
、
受
付
期
間

ｔ

日
、
昭
和
廿
九
年
〓
月
廿
五
日
午
前
十
時

頚
、
昭
和
廿
へ
年
三
月
廿
五
日
午
前
七
時

十
－
十
合
格
者
発
表

三
月
弗
－
日
午
耶
九
時
　
於
水
巻
高
嶋
学
校

十
二
、
修
　
学
　
責

入
学
金
－
0
0
円
　
　
校
的
金
　
約
五
〇
〇
円

他
に
後
授
会
費
を
啓
す
る

十
三
、
事
典
資
格
・
・
壷
田
榔
高
等
学
校
と
圃
穆

十
四
、
連
想
粛
嘲

受
験
料
共
の
他
の
的
会
は
理
由
を
開
は
ず
．
吋

や。
ｌ　ム　＿ｕ ｌ

新棟各位嵐
固欄永瀬

戯
叩
鰻
　
重
ヤ
脚
敏

＼
考
え
さ
せ
あ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
、

鞄
つ
欄
弼
其
の
他
の
正
し
い
堰
深
溝

÷
蓄
こ
と
琴
竺
竺
南
蛮
等
藤

想
て
強
く
正
せ
逓
嘗
い
つ
て
い
ヰ

．‾一一γ．相’．－叫－’‘’‾・．

新嶺射場鮒

＼

∴

＼

り
腿

Ｃ
　
旬

・

・

∴

∵

迫．恥一、－‘．旦、．．
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′

　

7鮪

ニ　Ｆ＿こり1．－

、　　一

離農

響
（
海
鳥
忙

一
年
－
六
年
　
ｌ
二
学
級

櫛
の
香
り
と
桃
の
蕾
み
に
つ
ヽ
ま
れ
た

三
月
二
日
、
．
水
巻
酎
机
小
串
校
で
は
「

人
格
形
成
に
培
う
園
部
等
習
指
導
の
実

態
術
前
究
」
を
主
題
に
国
怒
蝦
胃
の
研

究
協
懐
会
が
催
お
さ
れ
た
が
、
こ
の
月

帝
都
よ
り
郡
圏
笈
寂
の
先
生
凡
そ
百

数
十
名
が
参
集
し
て
、
県
委
嘱
実
験
学

一

校
数
育
三
ヶ
年
、
研
究
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
聖
廟

一
ヶ
年
の
発
展
と
し
て
教
習
経
営
さ
れ

て
い
る
実
際
を
熱
心
に
参
観
し
た
Ｐ
午

前
九
時
の
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ひ
汁
く
と

ｌ
斉
に
国
語
の
各
分
野
に
言
っ
て
学
習

活
動
が
始
め
ら
れ
た
が
、
当
日
の
主
な

行
革
は
次
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
．

．
精
一
讐
（
晶
稲
締
）

】
年
－
六
年
二
五
学
級

ｌ　（

自
転
車
の
鑑
札

暗和男冷年13一、月．15日－’

一㌧亘㌣雄
、ｌ＼、

一
撃
潮
聾
に
裁
て

自
転
邸
の
鑑
札
を
左
組
の
要
領
竺
斉
に
威
替
え
、
陣
簑
著
を
洩
れ

な
く
把
蝕
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
、
今
迄
の
カ
ン
サ
ツ
竺
昨
年
窒
貫

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
後
他
市
町
村
が
之
と
ほ
ぼ
同
形
の
も
の
を

使
用
し
た
為
、
見
分
が
付
に
く
ゝ
、
叉
其
の
後
相
当
璃
間
を
過
ぎ
て
い
る

為
、
封
釦
の
切
れ
た
昏
カ
ン
サ
ツ
を
使
用
す
る
な
ど
、
脱
税
又
は
適
法
行

為
も
相
当
認
め
ら
れ
る
の
で
、
今
度
税
務
譲
の
亭
持
カ
ン
サ
ツ
が
切
れ
た

の
曇
に
命
ま
で
と
金
く
興
っ
た
も
の
を
（
自
転
鱈
の
後
方
に
附
け
る

）
つ
け
て
、
徴
税
皐
癖
の
伊
達
を
期
し
よ
計
と
し
て
い
ま
す
の
で
御
協
力

下
さ
い
．
尚
税
額
は
年
間
、
二
百
円
で
あ
り
、
従
来
ま
で
の
贋
札
を
つ
け

て
い
る
人
は
敢
番
ｌ
に
つ
い
て
は
無
料
で
あ
り
ま
す
．

て
期
日
　
三
月
二
十
一
日
及
憩
一
十
〓
日

「

場

所

鏑

一

日

役

　

　

　

場

君
田
今
井
迦
髪
店
前
樋
山
消
防
格
納
庫
耶

．
焦
二
日
　
市
田
今
井
妾
腹
耶
　
役
　
　
ｌ
揚

新
生
蝕
バ
ス
停
留
新
前

必
擁
甲
自
転
車
、
印
鑑
、
配
鰯
通
帳
・
　
以
上

（
税
・
滞
　
惧
）

憲
二
志
哉
）

「
人
格
形
成
の
国
語
教
育
」

校
長
久
野
　
七
生

「
よ
く
聞
き
よ
く
話
せ
る
．

手
供
の
育
成
」
　
　
河
野
ス
サ
ノ

屋
　
食

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
学
習
発
穀
）

発
　
表

「
正
し
い
読
み
の
滑
導
」

Ｇ

　

　

　

・

教

頭

井

口

一

見

「
私
の
学
級
に
お
け
る
国
語

学
腎
の
一
端
」
　
　
米
末
千
常
子

「
児
童
の
書
く
方
を
ど
の
よ
う
に

、

＿

．

Ｉ

ｒ

ｔ

ｌ

ｉ

し
て
つ
ば
す
か
い
　
去
田
　
娼

宗
校
に
お
け
る
作
文
指
導
　
∵

．

の
営
み
」
　
　
・
絹
手
　
品

今
ま
で
の
教
育
研
甥
を
「
ワ
ー
ク
シ
ョ

ー
プ
」
　
（
研
男
照
会
二
義
逝
一
回
グ

ル
ー
プ
研
兜
を
開
け
稀
な
研
究
の
新
し

い
あ
け
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
．
な
お

欄
間
学
芸
大
学
附
属
久
留
米
小
学
校
長

徳
永
貞
先
生
の
「
バ
ー
雪
盲
」
独
歩

並
び
に
「
心
理
的
に
み
た
人
橋
形
成
」

の
講
話
は
会
員
一
同
を
心
か
ら
動
か
し

深
い
腰
晴
を
与
え
、
教
育
の
新
し
い
光

が
「
ぷ
せ
ん
坊
」
の
樹
々
の
間
か
ら
も

れ
て
来
る
よ
う
な
感
じ
さ
え
し
て
、
実

に
義
輝
い
催
お
し
の
一
日
を
終
り
ま

を
完
が
畢
埠
鍵
で
ー
髄
の
抒
彫
新
町

事
変
で
す
。
明
治
八
年
の
典
命
に
［
　
針
鼠
惹

璃
高
校
め
笠
芸
僻
で
∴

三
月
裾
頃
か
ら
各
小
学
校
は
毎
悪
戯

の
、
Ｐ
Ｔ
か
総
会
（
授
崇
参
撃
や
農

芸
会
が
催
さ
れ
る
が
、
焙
末
校
は
廿
一
一

日
（
士
）
、
下
二
校
は
四
日
（
水
）
と

臆
さ
れ
た
．
児
荒
等
も
本
軽
度
中
学
を

吸
っ
て
も
ら
っ
た
教
師
軋
対
し
て
は
感

謝
を
こ
め
て
、
み
の
り
の
し
る
Ｌ
を
各

父
暦
見
離
に
み
て
も
ら
い
、
次
い
で
賠

会
が
あ
の
終
っ
て
学
芸
会
を
み
て
も
ら

っ
た
が
、
、
金
く
進
み
行
く
弼
盟
の
学
、

芸
井
に
余
父
兄
を
か
ん
た
ん
さ
せ
た
．

な
は
机
小
学
校
は
十
四
日
（
生
徒
相
互

で
批
評
参
観
）
十
五
日
（
来
資
、
父
兄

に
み
て
も
ら
う
）
交
水
瑞
中
学
校
は
十

四
田
文
化
祭
と
し
て
こ
の
種
発
表
の
催

し
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．

ー
　
　
笛
1
　
　
　
　
・
し
か
し
こ
こ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
㌫
∂

ィ
、
南
側
老
父
博
顧
南
向
き
（
や
む
革
ま
せ
ん
わ
は
、
間
占
餉
レ
グ
ホ
ー
ン

浸
け
れ
ば
東
向
き
）
の
場
所
貰
禦
率
土
等
て
も
、
そ
の
血
統
系
統
に
よ

完
勝
で
周
囲
に
樹
木
が
あ
っ
て
、
冬

ば
暖
く
夏
は
耕
し
く
を
し
て
な
る
珂
く

し
た
．

．
－
こ
．
．
．
．
．
一
こ
．
．
－
．
．
－
．
°
．
．
．
・
．
＿
‘
ｔ
＿
＿
・
．
一
Ｊ
ｔ
＿
ｔ
＿
‘
＿
＿
＿
’
＿
ｔ
＿
＿
こ
．
’
－
ご
＿
ｔ
こ
．

無
銭
法
案
に
就
．
い
て

正
磯
に
云
え
ば
「
小
額
通
貨
戯
違
法
」

こ
の
操
業
が
今
国
会
を
通
過
す
れ
ば
「

錦
」
な
る
も
の
は
、
も
は
や
通
用
仕
ら

て
こ
の
古
な
じ
み
に
も
お
さ
ら
ば
、

き
て
イ
ン
フ
レ
に
は
勝
て
ぬ
斜
陽
族
「

ゼ
ｌ
；
」
氏
の
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

」
を
ひ
も
ど
く
な
ら
、
－
伝
説
に
中
国

は
間
の
大
公
（
西
暦
型
韻
千
二
百
卒

倒
）
が
初
め
て
ゞ
農
輿
に
か
た
ど
伊
貨

僧
を
鋳
た
、
鏡
と
は
鋤
（
す
き
）
の
こ

と
だ
そ
う
な
、
小
遺
せ
び
り
に
指
で
丸

を
つ
く
っ
て
も
周
時
代
は
通
け
な
い
、

日
本
で
は
元
明
天
皇
の
和
喝
冗
年
（
七

〇
八
年
）
の
和
銅
関
宝
が
そ
も
そ
も
初

ま
β
、
以
下
万
年
通
宝
、
乾
元
天
儀
な

ど
を
島
朝
十
二
鏡
と
い
う
．
平
安
朝
申

増
か
ら
桃
山
時
代
ま
で
品
鏡
の
こ
と

な
く
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
年
）

天
正
通
冤
が
つ
Ｙ
ら
れ
で
、
以
後
徳
川

時
代
に
腹
盛
ん
に
、
新
貨
を
乱
発
、
び

た
銭
、
ブ
タ
鏡
な
ど
と
聯
威
さ
れ
た
と

は
云
え
、
「
う
ら
ら
か
さ
、
し
き
り
に

鏡
が
欲
し
く
な
り
」
慣
沢
な
通
顔
で
あ

っ
た
．
と
も
か
く
法
案
成
立
の
暁
媒
竺

以
下
の
常
は
政
府
ゼ
回
収
、
だ
が
し

ょ
う
こ
と
な
し
に
タ
ン
ス
の
奥
に
放
り

込
ん
だ
五
十
鏡
札
な
ら
い
ざ
し
ら
す
、

ズ
ッ
シ
リ
と
速
い
二
鋳
鋼
貨
な
ど
出
す

亭
は
あ
牒
ま
せ
ん
、
綽
ち
な
さ
い
．
百

年
亀
経
て
ば
倍
が
周
る
、
し
ま
っ
て
懐

く
人
の
御
参
考
に
申
し
ま
す
が
、
一
錬

〓
鏡
と
彫
っ
て
あ
る
山
鳥
表
の
横
に
宛

、

モノ家農〔

、
ｌ
・
ｌ
、

上
．
．
轟
疇
胱
て
お
尋

ね
し
ま
す
∵

閏

ィ
、
ど
ん
な
場
所
が
過

当
で
し
ょ
う
か
†

ロ
、
多
産
難
の
品
種
及

び
最
盛
期
は
〇
・

ハ
、
一
代
雑
種
腔
転
で

は
〇
・

こ
、
一
般
に
禍
昧
料
に

使
う
「
ダ
ｙ
イ
リ
コ
」
の
残
り
は
と

、
の
位
、
巣
孝
相
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

今
迄
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
た
革
の
な
い

樹
的
で
す
が
、
此
の
や

な
免
停
を
完
金
に
蘭
す
こ
と
は
非
碑

っ
て
、
薗
産
経
と
云
い
難
い
も
の
も
あ

り
ま
す
し
、
純
粋
稲
と
し
て
巌
は
し
い

も
の
も
多
々
留
り
ま
す
．
導
入
さ
れ
る

場
合
に
は
将
に
御
藻
糎
硬
い
ま
す
。

産
卵
の
最
盛
期
は
大
体
二
月
か
ら
五
月

閻
難
で
ｌ
あ
れ
寄
り
で
教
艦
の
削
諸
学
盲
で
史
す
が
、
真
の
多
帝
雅
は
年
中
殆

雉
と
し
て
考
え
て
見
ま
す
と
通
風

い
湿
潤
で
な
い
日
当
り
の
好
い
場
所
を

謳
ぶ
こ
と
で
す
．
丙
非
仇
び
北
七
は
鍵

物
、
樹
木
が
接
近
し
露
い
て
も
通
風
を

宿
し
な
け
れ
ば
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
．

ロ
、
白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
種
が
菅
普
通

で
す
．
次
い
で
梯
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク

や
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
屈
辱
も

多
産
難
に
属
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
し

よ
う
．

ん
ど
変
り
な
く
産
む
の
が
特
級
で
す
．

ハ
、
一
代
雑
種
は
丈
夫
で
発
背
も
良
く

一
般
に
多
摩
の
も
の
が
多
い
の
で
す
が

良
心
的
に
作
っ
た
真
の
ｌ
代
雑
種
は
な

か
な
か
入
手
し
難
く
、
と
も
す
る
と
二

代
、
三
代
、
成
は
い
～
加
減
な
雑
種
に

近
い
も
の
を
つ
か
ま
せ
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
が
欠
点
で
す
．
鶉
秤
雑
用
さ
れ

て
い
る
代
表
的
な
一
代
雑
種
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
ネ
ッ
ク
（
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ

当
も
う
す
ぐ
二
年
草

ｌ
年
二
組
．
森
田
伸
、
ｌ

ぼ
く
は
、
も
ー
音
皇
軍
鐘
だ
、
う
れ

方
い
二
畢
生
だ
．
み
ん
な
、
み
ん
な
、

手
を
つ
な
い
で
、
1
一
挙
生
に
な
ろ
う
よ

二
年
生
に
は
ど
ん
な
か
ん
ｂ
が
あ
る
だ

ろ
う
な
、
せ
ん
せ
い
は
、
だ
れ
だ
ろ
う

、
ぽ
上
し
よ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
ろ

う
。

ヰ
毒
見
ん
の
人
が
遠
に
あ
が
っ
て

く
骨
厘
く
は
お
に
い
さ
ん
か
。
う
れ

し
い
な
、
局
あ
隊
く
も
だ
い
ぶ
ん
大
き

く
な
っ
た
な
あ
。
．

・
お
か
あ
さ
ん

二
年
一
組
　
伊
藤
宗
一
郎

ぼ
く
た
ち
は
、
み
ん
な
お
か
あ
さ
ん
の

お
ち
ち
が
で
な
い
の
で
、
ミ
ル
ク
で
犬

き
く
な
り
ま
し
た
．
け
れ
ど
、
や
せ
た

事
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
ぼ
く
が
一
ば
ん

ほ
そ
い
く
ら
い
で
、
お
と
ら
と
な
ん
か

こ
ぶ
た
の
康
に
、
こ
え
て
い
ま
す
．
で

も
、
ぼ
く
は
や
せ
て
も
、
す
も
う
は
扱

い
の
で
す
．
こ
ん
な
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
ほ
し
の
淘
か
あ
さ
ん
で
す
。

ぼ
く
が
よ
う
ふ
く
を
、
よ
く
や
ぶ
る
の

で
、
し
ゆ
う
ぜ
ん
も
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
さ
か
な
を
、
と
り
に
い
っ
て
、
と

ろ
だ
ら
け
で
か
え
っ
て
も
、
こ
ん
な
に

よ
ご
れ
な
小
で
、
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
、
と
、
は
じ
め
に
し
か
っ
て
、
そ
れ

か
ら
、
せ
ん
た
く
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
∵
ぼ
く
は
お
か
あ
さ
ん
か
こ
ね
い
け

れ
ど
、
す
き
で
す
．

木
炭
Ｌ
も
べ
．

三
年
四
聖
　
横
内
繁
雄

ほ
く
た
ち
の
は
ん
は
、
十
線
日
さ
へ
き

店
に
い
く
と
、
お
る
す
な
の
で
、
し
ょ

ん
ぼ
り
し
て
、
「
あ
し
た
せ
い
ざ
い
し

よ
の
所
に
あ
っ
ま
っ
て
い
こ
う
．
」
「

さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
」
ｒ
あ
っ
憩
っ

て
ん
十
時
ま
で
に
あ
っ
ま
つ
と
き
な
い

よ
．
」
と
、
わ
か
れ
ま
し
た
・
．

つ
ぎ
の
日
．

「
さ
あ
遊
び
に
幸
っ
て
こ
よ
う
．
」

す
る
と
兄
ち
ゃ
ん
が
、
「
待
っ
て
ん
、

串
間
に
つ
い
て
こ
ん
か
」
、
「
う
ん
い

こ
う
．
」
さ
ヘ
音
店
に
は
く
の
を
わ
す

れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
家
に
帰

っ
た
伸
、
十
時
半
で
し
た
．
「
あ
、
十

時
ま
で
に
あ
っ
ま
つ
と
か
な
．
よ
し
い

っ
て
見
よ
う
．
」

か
け
つ
て
、
い
っ
て
み
る
と
い
な
い
の

で
帰
り
ま
し
た
。
「
よ
し
山
人
で
し
ら

べ
て
あ
し
た
学
ｌ
校
で
う
つ
さ
せ
う
．
」

と
、
い
っ
て
さ
ヘ
音
応
に
い
き
ま
し
た

冨
め
ん
下
さ
い
．
，
学
校
の
勉
強
で
し

ら
ペ
る
ん
で
す
が
」
、
「
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
Ｊ
木
炭
は
ど
ん
な
本
か
ら
つ
く

り
ま
す
か
．
」
「
そ
う
ね
、
か
た
木
に

そ
れ
か
ら
、
ゆ
す
に
、
な
ら
」
ｒ
そ
し

た
ら
な
ん
で
選
び
ま
す
か
」
、
「
そ
う

ね
、
ト
ラ
ッ
ク
に
、
汽
車
」
「
1
3
だ
ん

は
」
「
二
百
五
†
円
、
〓
輌
八
十
円
、

三
百
円
、
≡
百
五
十
円
」
　
「
と
こ
か
ら

爽
ま
す
か
．
」
　
「
か
ご
鳥
、
嘗
ぎ
音
、

犬
ｌ
分
」
「
そ
ん
だ
け
」
「
は
い
」
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
お
ひ
る
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い
る
、
あ
し
た
の

べ
ん
き
よ
う
持
ち
と
お
し
い
な
．

㍉
足
∵
あ
＝
よ

Ｙ

り

．

ナ

四
竺
・
組
　
宮
鞍
不
二
男

僻
の
幸
ち
じ
く
の
椎
が
礫
の
家
の
鑑

に
、
頭
を
出
し
て
き
た
。

ｌ
白
い
感
が
儒
空
に
う
い
て
堅
ば
い

に
暖
か
い
日
が
さ
し
て
い
る
．

僕
は
紀
に
ご
ざ
を
ひ
い
て
作
品
絹
を

持
ち
出
し
た
．

テ
ス
ト
、
国
醇
、
算
数
、
詳
科
、
社

会
、
音
楽
、
作
文
、
詰
、
ｌ
枚
一
枚
り

づ
つ
て
足
あ
鼠
を
作
ろ
う
一

こ
の
酌
の
柿
の
詩
が
一
枚
ふ
う
っ
と

風
に
飛
ん
だ
．

僻
は
手
に
蔽
っ
て
「
柿
の
詩
」
を
読

ん
だ
、
そ
の
時
の
事
が
思
い
出
さ
れ
て

お
か
し
く
な
っ
た
、
盲
点
が
出
て
来
た

時
て
い
ね
い
に
つ
い
つ
た
．
．
・

僕
は
思
わ
す
し
ん
こ
き
嬰
っ
を
し

た
．目

の
前
に
い
ち
じ
く
の
芽
が
太
陽
に

轍
ら
き
れ
て
キ
’
キ
テ
光
っ
て
い
る
り

あ
あ
も
う
瀞
だ
、
僕
材
五
年
生
に
な
る

の
だ
、
五
年
生
に
な
っ
た
魯
も
つ
と
力

鎗
い
足
あ
と
を
統
け
て
行
こ
う
、
長
い

艮
い
適
の
よ
う
に
．

．
母
の
姿

六
竺
品
胆
．
彿
井
　
紀
子

周
と
弟
と
私
室
天
で
、
お
ふ
あ
に
は

い
っ
た
．
弟
と
私
が
先
に
は
い
つ
密
．

母
は
、
そ
と
で
髪
を
洗
っ
て
い
た
．
私

は
田
を
じ
っ
と
見
て
い
た
、
弟
も
見
て

い
た
．
私
も
弗
も
だ
ま
つ
て
鼠
て
い

た
．
母
が
、
璽
在
っ
て
い
る
姿
が
、

白
い
む
く
む
く
と
し
た
ゆ
げ
の
中
に
、

か
す
か
に
、
計
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
浮
ん

で
い
か
．

・
瘍
春
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
ｔ
Ｊ

＿

．

．

－

．
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連
　
動

梅
の
木
分
館
で
は
ま
る
八
日
隠
容
の
ト

ッ
プ
を
斬
っ
て
区
内
家
族
金
員
娯
楽
と

し
て
起
草
運
動
会
を
催
さ
れ
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
醜
朗
レ
文
賞
品
も
や
つ
と

は
り
込
ん
で
授
与
さ
れ
ま
し
た
が
、
山

家
総
出
の
犬
は
し
や
ぎ
で
、
尚
老
人
方

に
対
し
て
は
ま
る
二
月
二
十
五
日
敬
老

会
を
催
う
き
れ
、
訂
美
音
の
運
動
会
に
．

も
六
十
才
以
上
（
後
に
特
に
五
十
五
才

以
占
の
老
人
に
対
し
て
は
金
線
に
慰

安
を
与
え
る
趣
向
か
ら
大
公
認
と
称
す

会
つ
工

る
宝
つ
り
朝
技
を
賠
地
衣
、
行
届
い
た

ね
ぎ
ら
い
振
り
だ
っ
た
．
何
ん
と
云
っ

て
も
日
炭
関
係
と
し
て
も
蝕
も
犬
世
帯

の
こ
と
だ
し
全
く
盛
大
を
締
め
、
金
員

塀
の
形
を
変
へ
乍
ら
終
日
た
の
し
ま
れ

た
．
中
に
も
新
聞
児
の
は
た
販
晶
車

な
ど
出
場
人
員
蛙
二
倍
に
も
和
え
、
幼

児
の
こ
と
だ
し
ノ
整
錮
つ
か
ず
、
や
れ
「

薬
子
が
た
ら
ん
」
叉
「
旗
は
な
い
か
」

義
行
係
初
め
世
酷
万
連
中
こ
ぼ
す
と

と
こ
ぼ
す
こ
と
．
本
部
の
席
か
ら
「
こ

の
倒
技
は
子
供
を
慰
め
る
や
も
、
泣
か

せ
る
や
ら
さ
っ
ぱ
り
分
ら
ん
、
何
ん
と

か
今
後
考
え
ん
と
い
か
ん
ば
幸
」
の
悔

宵
多
彗
か
ぐ
し
て
午
後
四
時
下
旬
時

局
に
そ
や
わ
せ
た
簡
刀
蒜
軍
翌
等

最
後
に
な
ご
や
か
な
う
ち
に
も
勝
敗
の

跡
指
し
に
力
こ
ぶ
を
入
れ
乍
ら
や
っ
た

り
つ
か
れ
た
足
裏
が
家
え
運
ん
だ
．

ッ
ド
潔
欄
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
）
七
ッ

ク
ホ
ー
ン
（
白
レ
グ
×
メ
Ｐ
Ｉ
ド
首

ラ
ン
ト
レ
ッ
ド
）
等
で
す
．

ニ
、
煮
干
を
憲
を
」
に
使
っ
た
料
は

煮
た
糧
度
と
此
れ
驚
け
出
し
て
再
び

乾
燥
し
た
か
し
な
仕
か
嶺
淑
す
が

大
体
家
魔
で
再
び
乾
轡
潜
も
の
と
し

て
、
次
の
通
り
で
す
．
水
分
〓
遍
、

粗
貨
白
貨
四
五
餐
規
脂
肪
五
％
位
の

も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
よ
う
．
従
っ

て
ニ
グ
ト
少
の
絶
与
は
一
日
－
羽
四
－

五
匁
程
度
が
過
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す

水
巻
的
農
事
改
良
普
及
員

近
藤
　
定
信
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ｔ
′
■
＿
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一、てこ・破門曹

「日本一の米作をＪ

米
作
日
本
↓
入
選

、
「
′
．
者
が
表
彰
さ
れ
ま

よ
し
た
。
昨
年
鼎
で

し
輿
簡
さ
れ
た
米
作

日
本
】
コ
ン
タ
ー

目標で頑張りま
ル
の
入
選
者
十
二

名
は
、
去
る
二
十

】
日
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

収
量
一
位
一
紹
那

虻

志

田

庸

曽

氏
四
・
セ
セ
セ
石

（
反
登
で
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
】
位
、

収
量
二
位
八
女
那

相
島
町
池
田
清
蔵

四
・
七
七
五
石
、
園
．
万
尺
五
郎
福
島

町
安
堵
雲
登
四
・
三
六
七
石
間
二
位
京

都
郡
憧
川
町
井
申
定
利
四
・
コ
セ
〓
石

間
三
位
久
留
米
市
荒
巻
伝
四
・
忠
四
二

＿
．

右
、
間
二
亮
糸
島
那
珂
也
村
井
島
ぷ
良

四
・
〇
セ
五
号
周
二
位
糸
島
乳
貯

村
田
申
甚
太
郎
三
・
八
八
六
石
と
各
々

表
聯
鼻
け
ち
れ
ま
し
た

れ

瀾
僻
蘭
草
川
州
ブ
ロ
ッ
ク
竺
位
の

患
欝
、
準
技
術
賞
を
群
島
益
良

覿
罠
耶
田
限
佃
三
角
穫
氏
、
築

上
郡
友
積
射
常
農
毅
氏
、
八
女
郡
水
田

村
下
川
畠
へ
民
の
循
氏
が
蛋
せ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
．
1

【
公
民
館
巡
回
映
世

の
お
知
ら
せ
】

◎
四
月
申
・
・
・
各
盈
璧
葱

◇
山
河
を
越
え
て
∴
㌧

凄
露
畢
㍉

0
稲
田
家
の
枯
野
雪
壇
．

カ
胎
円
の
カ
ロ
‖

改
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